
 

 

 

 

若松第一高等学校自動車科は３年生で進路が決まった生徒の中学校当時の恩師を訪ね、恩返しと自動車

科で成長した自分を見ていただくために、恩師の愛車を点検すべく出張点検を始めました。 

 

《出張点検》 

●１２月 ９日（木）若松第六中学校内駐車場にて 

３Ｂ佐藤 大和君（若松六中卒）が、恩師内藤先生を訪ねて若松第六中学校に伺ってまいりました。 

（サポート役として自動車部と引率教員が同行） 

点検内容：シーズンイン点検 

・特に異常はなし 気温４℃ 

・車の外装チェック：フロント右フェンダー、右フロントバンバーに凹み有り内藤

先生と確認をした。 

・ワイパー取り付け部にガタがあったのとエンジンオイル量が減り汚れていたため

早めの交換等をお勧めしました。 

・エンジンオイル補充 

・ウォッシャー液・ラジエーター液補充。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３Ｂ佐藤君と恩師内藤先生です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●内藤先生から 

「卒業してからもう 3 年も経ったのか。早いな。中学生の頃、学校を休みがちな部分はあったが、

一高の自動車科に入って大分変ったみたいだね。今日は車の点検をありがとう。」と大和君に温かい

お言葉をいただきました。 

 

 

●恩返し出張点検終了後の佐藤君の感想は 

「内藤先生、この度は先生の大事なお車の点検をさせていただきありがとうございました。先生が若

松一高の自動車科を薦めてくださったおかげで、学校を休むことなくとても楽しい高校３年管を過ご

すことができました。３年前期には生徒会長に任命され、様々な学校行事の運営にも携わることが出

来て、とてもよい経験をしました。 

進路も芦屋大学への進学が内定し、とても充実した毎日を過ごしています。 

今回の出張点検で、先生への感謝の気持ちがうまく伝わったかどうかはわかりませんが、本当に感謝

しています。 

「点検が終わったらお茶でものんでいけ。」と内藤先生らしい、温かいお言葉をかけて下さった時、

とても嬉しかったです。」 

 

 

 

福島民友新聞社の取材も受

けました。 


